
【家庭分野】                       ひたちなか市技術・家庭科研究部 

題 材 名 安全で快適な，よりよい住まい方の工夫 

内容・項目 C-(2)アイ 

指導時間 ８時間 

題材のねらい 
（題材の特徴） 

 生徒にとって住まいに関する学習は，家の形，築年数，立地条件等，物理的な
制約が大きいという意識が強く，学習したことを生活に生かそうとする意識が弱
い題材のひとつである。しかし，「衣食住」というように，「住む」ことは，服
を着たり食べ物を食べたりすることと同様に，毎日当たり前のようにすることの
一つである。いつまでも家族まかせではなく，自分にもできることを見付け，実
践することが大切であると考え，この題材を設定した。 
 

時 間 指導項目 主な指導内容 
 
１時間 
 
 
 
 
 
 
１時間 
 
 
 
 
 
 
 
１時間 
 
 
 
 
 
１時間 
 
 
 
 
 
２時間 
 
 
 
 
 
 
 
１時間 
 
 
 
 
 
 
１時間 
 

 
・住まいのはたら

きを学習しよう 
 
 
 
 
 
・私を不快にさせ

る○○○ 
 ～健康に住む

ために～ 
 
 
 
 
・私は○○掃除研

究家 
 
 
 
 
・ 家の中に潜む

危険を探し出
そう 

 
 
 
・ 防災・防犯に

優れた住まい
方を考えよう 

 
 
 
 
 
・○年後の理想の

住まい！ 
 
 
 
 
 
・おうち改善計画 
 

 
・サザエさんの家をモデルにして，家族が住まう

空間としての住居の基本的な機能について学
習する。 

・室内環境を整えることの大切さに気付き，安
全で快適な室内環境の整備に関する具体的な
方法を学習する。 

 
・ホコリ，カビ，害虫に焦点を当て，それぞれの

発生原因や，放っておくとどのような害がある
かを調べ，まとめる。 

・ホコリを拡大カメラで写し出し，ホコリの正体
を考える。【学ぶエネルギー】 

・自分の家の問題点をあげ，自分にもできること
を考える。 

 
・ホコリ，カビ，害虫を中心に，発生を抑える方

法や発生してしまった場合の対処方法を調べ，
まとめる。 

・自分の家の問題を意識しながら，調べ学習を進
められるようにする。【学ぶエネルギー】 

 
・絵本「ヒヤリハットさんちへいってみよう」を

見て，家庭内で起きる事故の種類とその原因を
知り，防ぎ方や安全管理の仕方を考える。 

・グループで相談しながら，家庭内事故を探して
いく。【かかわり】 
 

・災害時に生還できるかどうかという視点で自分
の家を点検し，改善する方法を考える。 

・空き巣や放火等の犯罪に遭わないかという視点
で自分の家を点検し，改善する方法を考える。 

・チェックリスト形式で自分の家を点検し，自分
の家を改善する方法を考える。 

【学ぶエネルギー】 
 
・卒業文集「○○年後の自分からの手紙」とタイ

アップし，10年後，15年後，20年後のライフス
タイルを考え，その時に住んでいたい家を想像
する。工夫する点やこだわりの部分に注釈を付
けながら，図やイラストで表す。 

・卒業文集とのタイアップ【学ぶエネルギー】 
 
・これまでの学習を踏まえて，自分の家を改善す
る方法を考え，実践，レポートを書く。 

 
学習の流れ 

（展開の工夫） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
絵本「ヒヤリハットさんちへいってみよう」 
 

「ヒヤリハット」から家庭内事故対策 
を学ぼうという絵本である。 

日常生活の中の事故については，原因 
を追求せずに「本人の注意力の問題」， 
「親が目を離したのが悪い」と片付けて 
しまう風潮がある。そうではなく，不慮 
の事故は未然に防ぐことができるという 
視点でとらえた絵本である。 
 
 生徒は絵本を見ながら危険個所を探し 
ていく。間違い探しのような感覚で，ほ 
ぼ全員が夢中になって危険な場所を探し 
ていた。 
ここで見つけた危険な場所を，自分の 

家にあてはめて，自分の家に危険な場所 
はないか考えていく。「日ごろ，危ない 
なんて考えもしなかった場所が，幼児や 
おばあちゃんにとっては危険だというこ 
とが分かった」という感想があった。 
 

MIHARUというカメラを使って，ほこり 
を拡大して見せた。ほこりの正体が繊維 
くずであることを知り，生徒は驚いてい 
た。MIHARUは最大３倍まで接写拡大がで 
き，テレビなどのモニターに映すことが 
できるカメラである。本来は口の中（虫 
歯などの様子）を見る用途のカメラであ 
る。 
 ほこりの正体が繊維くずであるという 
ことを知り，なぜほこりがとれにくくな 
るのか，拡大したほこりは様々な色をし 
ているのに，なぜどれも灰色なのか，な 
どの疑問をもった。それらについて調べ 
グループで発表し合い，生徒相互で知識 
を高め合った。 
 他，防災や防犯の学習においても，同 
じ流れでの学習を行った。 
 
 
 

 
題材の紹介 
と作品例 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

準備・材料等 
・絵本「ヒヤリハットさんちへいってみよう」 （株）ミサワホーム総合研究所 
・パンフレット「STOPどろぼう 防げ！侵入盗・乗り物盗・万引き」 

                      全国読売防犯協力会 

〔本題材を考案するに当たって参考にしたもの〕 
「ヒヤリハットさんちへいってみよう」 （株）ミサワホーム総合研究所 
「住まいの安全を考える本」 （株）ミサワホーム総合研究所 
（株）ミサワホーム総合研究所ホームページ 

 

 


